
特別シンポジウムと現地見学企画                            
 
［タイトル］  狭あい道路の地域的課題と新たな整備方策―   

狭あい道路の整備と密集住宅市街地の更新 

～近隣レベルでの計画的更新誘導方策～ 

 

Ⅰ．シンポジウム 
［内 容］○全国特定行政庁における狭あい道路への取組み状況（アンケート結果報告) 

       ○地域特性を踏まえた、多様な手法による狭あい道路の整備 

     ○密集市街地の整備とまちづくり 

［テーマ・講師］開催；2003年８月６日（水）13：00～17：30 

13：00 【報告】自治体の狭あい道路整備の取組み状況～全国特定行政庁アンケート調査を踏まえて 

 ～      加藤 仁美氏／東海大学工学部建築学科助教授 

14：00 

14：10 【取組み報告】(報告各30分) 

 ～   １．荒川区における「向こう三軒両隣」からのまちづくり 

16：10     木下 眞一氏／首都圏総合計画研究所 

     ２．京都市における連担建築物設計制度による取組み 

        溝上 省二氏／京都市都市計画局建築指導部指導課課長補佐 

     ３．密集市街地における住宅再建と43条但し書きの運用 

        中岡 光平氏／神戸市都市計画総局建築指導部建築調整課整備係長 

     ４．大阪市における密集市街地の更新 

        高林 一樹氏／大阪市住宅局建築指導部建築企画課主査 

 

16：20 【パネル討論】住宅市街地更新の課題と狭あい道路整備の多様な方策の可能性 

 ～    司 会・進 行：高見澤邦郎氏／東京都立大学大学院教授 

17：30   パネラー(報告順)：加藤仁美氏、木下眞一氏、荒川区／京都市／神戸市／大阪市の各報

告者 

      コメンテーター：有田智一氏(筑波大学社会工学系講師)、井上隆氏（首都圏総合計画研

究所）、土岐悦康氏（日本E・R・Ⅰ取締役確認検査副本部長） (五十音順)  

［会 場］ドーンセンター（大阪府立女性総合センター）会議室  

     大阪市中央区大手前１－３－４９  ＴＥＬ：０６－６９１０－８５００ 

［シンポジウム参加費(1人)］5,000円(資料代込み)  

［参加者予定（目標）］ 50名 

 



Ⅱ．現地見学 
[内 容] ・報告事例などの視察(京都) 

    ・希望者による自由視察とする(視察用資料配布)。 

[開 催]2003年８月7日(木) 午前中 

 
 
［受講者］自治体の建築指導・開発指導・住環境整備・土木・道路・都市計画等の担当者及び、公団

公社等職員、研究者・学生など大学関係者、都市計画コンサルタント、建築設計事務所な

どまちづくり、建築指導等に関わる関係団体 

［主 催］狭あい道路研究会 (代表；高見澤邦郎氏／東京都立大学大学院教授)  

    連絡先 井上／木下（㈱首都圏総合計画研究所）ＴＥＬ．(03)3367-1271 ＦＡＸ．

(03)3367-1272 

［協 賛］㈱地域科学研究会 担当：緑川／松原  

    ＴＥＬ．(03)3234-1231   ＦＡＸ．(03)3234-4993  

 
 


